
泰
國

の
交
蓮
構
造

一
…
陸
a
本
地
丁
丁
の
見
地
よ
り
一
－

一丁・t一．

縢

野

義
　
明

（一

j
　
陸
上
交
懸

AA
vv
水
上
交
癒

航
窒
交
通

結
　
　
・
　
澁

道鐵
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（
以
上
本
號
）

陸
　
上
　
交
　
通

鐵

道

（b’Sl）

　
ク
レ
ト
ナ
ー
は
其
の
薯
「
羅
羅
」
の
う
ち
の
「
廻
道
」
の
項
の
勢
頭
に
於
い
て
次
の
鋤
く
蓮
べ
て
る
る
。

　
「
遜
羅
鐡
道
網
の
獲
達
は
亜
綱
鼻
翼
國
が
賦
羅
巴
の
技
術
を
其
の
経
濟
活
動
の
う
ち
に
癬
取
せ
ん
と
す
る
努
力
を
饗
し
避
け
た
最
大
の

磁
器
の
う
ち
の
一
つ
に
緻
へ
ら
れ
る
．
、
力
強
き
政
府
の
樹
的
へ
の
二
進
、
蹴
入
技
術
者
、
財
政
顧
問
の
大
量
の
就
任
が
そ
れ
ら
成
果
の
一

　
　
　
泰
麟
の
廟
議
縫
邉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巻
　
第
難
號
　
　
　
六
鷲



　
　
　
泰
麟
　
の
｛
父
…
逓
雛
…
撫
㍊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫨
型
二
山
一
七
巻
　
　
無
闇
門
號
　
　
　
　
　
剛
胆
論
叢

　
　
　
　
　
　
①

つ
の
表
れ
で
あ
る
ご

　
著
々
は
此
の
記
述
を
そ
の
ま
Σ
に
、
蹴
羅
巴
人
に
よ
っ
て
爲
さ
れ
た
る
解
繹
・
4
8
そ
の
ま
』
に
素
直
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
以
下
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

園
鐵
道
建
設
の
沿
革
を
知
り
、
此
の
爾
鐵
道
擬
系
の
考
察
を
進
め
・
・
砥
う
。

　
岡
知
の
如
く
一
般
に
敵
羅
巴
に
於
い
て
は
近
代
的
複
塩
の
建
設
が
鐵
道
に
先
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
至
る
ま
で
水
路
以
外
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
③

逓
路
を
殆
ど
知
ら
な
か
っ
た
泰
國
の
「
交
通
の
近
代
化
は
道
路
よ
り
も
先
づ
鐵
逡
よ
り
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」

　
泰
國
に
は
前
世
紀
の
早
り
頃
ま
で
一
米
の
参
道
も
な
か
っ
た
．
、
泰
國
入
に
と
っ
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
一
八
九
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
が
仰
度

支
那
の
闘
境
を
メ
ー
コ
ン
癖
に
お
し
進
め
、
ラ
オ
ス
の
併
合
を
は
か
っ
た
あ
の
帯
顯
主
義
的
領
土
侵
略
行
動
の
正
に
展
開
さ
れ
ん
と
し
た

年
・
屡
鐵
蓼
幾
か
始
め
ら
れ
緬
・
此
の
フ
ー
フ
ン
ス
覆
略
嬉
し
堅
の
棄
方
に
於
い
て
軍
事
的
防
壁
藁
蕎
ん
と
す
る
の
が

ア
ユ
タ
ヤ
ー
を
経
て
コ
ー
ラ
i
ト
に
至
る
畔
道
敷
設
の
最
大
理
由
の
｝
つ
で
あ
っ
江
。
然
し
乍
ら
吾
々
は
此
の
泰
國
最
初
の
斜
道
が
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

英
閣
の
援
護
の
下
に
爲
さ
れ
ん
と
し
難
事
實
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
泰
國
は
自
尊
王
室
書
道
局
を
設
け
、
建
設
専
業
は
英
國
愈
鮭
に
講

負
は
さ
れ
九
が
、
其
の
聞
種
々
の
政
治
闘
題
を
包
含
し
て
み
た
。
鶴
「
ち
メ
ー
ナ
ム
雫
野
に
勢
力
を
狭
流
せ
ん
と
す
る
英
濁
の
関
脇
、
及
び

英
佛
爾
國
の
侵
略
行
動
に
依
り
東
画
よ
り
璽
迫
を
受
く
る
泰
聖
母
麿
が
第
三
國
の
援
助
に
よ
の
て
猫
型
を
保
論
せ
ん
と
す
る
希
望
等
極
め

て
錯
綜
せ
る
情
勢
が
あ
っ
た
。
其
の
紬
果
途
に
一
時
工
事
の
中
止
を
幽
妙
な
く
せ
ら
れ
、
剰
へ
泰
國
政
府
は
講
負
人
た
る
英
國
鞍
馬
に
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

害
金
三
百
萬
鉄
を
支
佛
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
立
ち
至
ら
し
め
ら
れ
た
る
凄
件
が
あ
り
、
最
後
に
政
府
麟
身
建
設
事
業
に
着
手
し
、
漸
く

｝
八
九
七
年
バ
ー
ン
コ
ー
ク
・
ア
ユ
タ
ヤ
ー
纏
椰
七
三
粁
が
撫
兀
・
域
、
一
九
〇
一
年
・
コ
ー
ラ
ー
ト
華
甲
、
烹
ハ
四
粁
の
蓮
韓
一
か
開
始
…
さ
れ
た
。
閥
冨
牛

（　38’．〉　）



ア
ユ
タ
ヤ
の
北
方
バ
ー
ン
パ
ー
チ
ー
で
分
．
岐
せ
る
北
方
線
の
最
初
の
四
〇
粁
宕
プ
プ
リ
i
．
ま
で
）
が
完
域
せ
ら
れ
、
更
に
バ
ー
ン
コ
t
ク
よ

O
爾
ヘ
バ
ー
ン
ポ
ン
及
ラ
ー
チ
ヤ
ブ
リ
ー
を
越
え
て
牛
島
へ
延
び
る
線
の
建
設
が
始
ま
り
、
　
一
九
〇
三
年
．
ヘ
チ
ヤ
ブ
リ
ー
に
至
る
＝
ハ
六

粁
の
罪
業
を
開
始
し
た
へ
．
此
の
爾
線
に
嘗
て
も
維
済
的
槻
黙
以
上
に
政
治
問
題
が
重
要
性
を
精
び
て
る
る
．
即
ち
一
八
八
○
年
頃
以
來
フ

ラ
ン
ス
の
試
み
き
た
っ
た
印
度
支
那
牛
島
東
榔
及
び
撒
銭
支
那
に
於
け
る
経
濟
的
進
糾
に
鋤
抗
し
、
英
國
は
緬
…
旬
し
塗
り
シ
ヤ
ン
ス
テ
ー
ツ
、

泰
國
の
北
部
或
は
ラ
オ
ス
を
維
て
雲
南
、
揚
子
江
に
、
途
に
は
七
海
に
ま
で
達
せ
ん
．
と
す
る
｝
大
帝
國
主
義
的
芸
道
、
即
ち
今
a
問
題
の

ビ
ル
マ
牛
あ
警
護
案
か
論
議
謙
㌔
講
方
で
は
蕩
の
編
覆
略
の
鋸
馬
來
聯
齋
が
誘
毒
巴
創
ら
髭
庭
か

ら
絶
え
ず
北
方
へ
の
優
・
略
の
機
會
が
待
た
れ
て
み
た
。
此
の
二
つ
の
線
は
本
來
英
國
の
帝
編
主
義
的
侵
略
に
封
抗
す
る
爲
の
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頸

た
。

　
一
∴
九
〇
九
年
山
蛭
國
北
部
の
山
馴
獄
地
下
万
に
至
る
北
↓
万
線
は
デ
ン
チ
ヤ
イ
4
隊
で
閣
…
…
迦
し
、
　
一
・
九
一
六
年
チ
ェ
ン
マ
イ
に
詣
る
延
長
線
の
工
事

が
澱
話
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
世
界
大
戦
勃
獲
に
依
る
建
設
資
材
の
輸
入
杜
絶
、
泰
國
の
聯
合
織
豊
滲
職
に
よ
る
ド
イ
ツ
入
技
師
の
抑
留
、
．

（
こ
こ
で
従
來
の
乾
季
に
於
け
る
ド
イ
ツ
の
勢
力
は
全
面
的
に
嚢
退
し
、
近
年
樗
び
勢
を
壌
罪
す
る
に
儲
る
ま
畝
1
2
ド
イ
ツ
の
閑
客
は
み
ら

れ
な
い
）
及
び
地
形
上
の
國
難
等
に
依
の
工
事
の
蜷
捗
が
阻
害
せ
ら
れ
、
一
九
三
二
年
に
饗
め
漸
く
現
在
の
終
黙
チ
ェ
ン
マ
イ
に
悔
し
た
。

一
九
〇
八
年
カ
ム
ボ
チ
ヤ
を
バ
ー
ン
コ
ー
ク
に
結
合
せ
ん
と
す
．
る
目
的
の
も
と
に
東
方
に
干
る
新
線
計
識
が
開
始
せ
ら
れ
、
ペ
ト
リ
ユ
ー

ま
で
到
達
せ
し
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
依
る
問
地
方
め
併
合
に
よ
り
企
く
其
の
意
味
を
失
ひ
、
延
長
工
纂
墜
時
停
止
せ
ら
れ
た
。

　
若
御
、
政
．
府
は
鐵
讃
建
設
の
謡
初
外
闘
殊
に
黒
鍵
の
勢
力
に
嬢
伏
さ
れ
つ
エ
も
典
の
費
用
は
悉
く
麟
國
黙
認
に
よ
り
支
憎
し
て
き
た
。
然

　
　
　
鞭
姻
M
醐
門
の
　
｛
父
纈
陥
凹
偉
瓶
罵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
諜
率
・
セ
｝
鞭
W
　
締
獅
田
川
號
　
　
　
　
　
山
ハ
み
し

（　／／？，　，g3　）
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熱時…な計黒鼠楚
腰興る豫を羅佛

英濟重のの轄纏る　保1での英支入0）大設用は利。此上以あ帝貨配
①
搬
保
と
し
、
麺
滞
六
ケ
月
に
亙
る
時
は
鐵
道
の
當
該
薩
域
を
聯
邦
政
府
に
て
占
有
す
る
事

國
政
府
管
理
の
他
の
鐡
道
と
明
白
に
傾
濁
す
る
認

示
す
べ
き
帳
簿
及
び
計
算
を
準
備
し
、
聯
邦
政
府
の
検
認
に
公
開
す
可
ぎ
纂

算
及
び
工
事
の
進
行
を
其
の
都
度
検
査
し
得
る
事

は
英
囲
の
封
泰
國
侵
略
上
、
最
重
要
政
策
た
る
風
入
顧
、
問
の
異
志
的
紙
礫
の
審
で
あ
る
。
～
、
シ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

迄
は
敗
府
内
に
張
力
な
る
礎
限
を
有
す
る
英
人
顧
、
問
の
傭
勝
を
條
件
と
し
た
と
い
ふ
。
嘗
て
の

の
擬
勢
及
び
之
の
指
導
の
も
と
に
獲
黙
し
た
巧
妙
な
る
英
帝
國
主
義
の
重
歴
と
権
轄
と
に
満
み

（：｝8・t）

σ）絶認る⑤國公慾
一一一i

ｫの。主債は 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒
　
　
　
　
　
　
嬢
二
十
勲
巷
　
策
四
號
　
　
　
六
八

、
計
彊
の
嬢
大
キ
三
、
れ
に
俘
ふ
費
用
の
壌
大
に
熾
し
む
泰
園
政
府
の
輪
講
に
乗
じ
、
強
翻
的
に

を
起
債
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。

義
的
野
撃
に
封
抗
す
べ
く
誰
誰
せ
ら
れ
た
諸
墾
道
は
、
逆
に
楽
器
に
依
る
泰
國
植
民
地
化
の
手

一
九
〇
九
年
英
領
一
馬
來
・
に
於
い
て
四
百
六
十
去
一
萬
碍
の
英
貨
債
が
趨
債
せ
ら
れ
、
從
晶
醐
吻
賞
金
臨
献

牛
島
鐡
道
の
延
長
工
纂
に
當
て
ら
れ
た
9
此
の
鐵
道
は
英
領
章
節
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
蓮
絡
し

必
饗
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
轡
々
は
此
の
時
泰
制
禦
に
如
何
な
る
協
約
が
締
結
せ
ら
れ
た
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

九
〇
九
年
泰
英
界
隈
協
定
の
導
燈
は
公
表
せ
ら
れ
て
み
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
逞
羅
無
情
」
に
依



來
り
し
泰
鴎
の
苦
悶
の
姿
が
、
斯
く
し
て
生
ま
れ
し
懲
に
想
湿
す
．
る
な
ら
ば
、
戦
勲
政
府
が
爾
後
資
本
不
足
の
重
大
胴
難
と
騨
ひ
つ
・
も

一
切
外
債
を
募
集
せ
す
、
專
ら
歳
計
の
蝕
裕
を
以
っ
て
す
る
溝
隠
蕪
稿
内
開
獲
政
策
を
竪
持
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
り
し
所
以
が
一
感
了
解
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
締
…
て
堕
火
献
酬
関
門
罵
の
ぬ
階
方
線
は
…
九
…
七
戸
＋
照
雨
來
蜘
雛
恵
と
の
ゆ
運
敢
想
か
成
り
、
　
　
九
　
鴛
｝
年
に
は
バ
ン
コ
ー
ク
・
ビ
ナ
ン
脇
門
…
二
十
↓
ハ
瞬
繭
陶
愈

行
蓮
絡
列
車
の
蓮
韓
が
…
黙
認
さ
れ
た
。
英
閣
の
浦
足
思
ふ
べ
し
。
グ
レ
イ
エ
ム
は
聾
高
ら
か
に
云
ふ
。
一
、
此
の
契
約
に
依
っ
て
得
た
る
英
膠

の
同
方
面
に
射
す
る
政
治
的
勢
力
は
蓋
し
偉
大
な
る
も
の
に
し
て
、
是
に
依
の
英
國
は
数
年
來
同
方
面
に
論
撫
し
た
る
努
力
を
報
い
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
。

今
や
邊
羅
領
馬
來
牛
島
に
撫
し
諾
諾
罐
を
獲
得
せ
り
。
」
此
の
英
國
の
隻
数
牛
島
部
の
馬
來
隷
磁
化
の
隣
功
に
癒
し
、
オ
ツ
ト
・
マ
ウ
ル
は

特
に
ク
ラ
地
映
の
重
要
性
に
言
及
し
、
此
の
地
黙
を
確
保
し
た
る
意
義
を
重
観
し
て
、
英
國
の
隷
鳩
化
が
張
化
せ
、
偽
れ
る
で
あ
ら
、
つ
事
を

　
　
　
　
　
⑫

豫
想
し
て
み
る
Q

　
然
か
し
な
が
ら
今
次
大
東
瓶
戦
争
の
ビ
ル
マ
作
戦
に
際
し
、
皇
軍
は
翼
先
に
ク
ラ
地
峡
を
横
断
、
英
國
側
の
軍
事
櫨
黙
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

ポ
イ
ン
ト
を
攻
略
せ
し
・
、
芭
は
未
だ
吾
汝
の
記
億
に
新
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
篤
し
て
「
英
國
の
深
慮
は
更
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
」
帥
ち
各
國
鐵
道
政
策
の
う
ち
に
も
あ
ま
り
類
鋼
を
見
な
い
強
、
璽
的
事
態
を
生

ぜ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
從
來
の
泰
國
鐵
道
は
南
方
線
を
除
い
て
は
、
一
・
四
三
五
米
の
標
準
軌
條
を
用
ひ
、
た
“
南
方
線
の
み

は
英
國
の
敷
治
的
鰺
力
に
依
り
、
英
領
馬
來
、
緬
衡
及
び
佛
印
の
鐡
道
と
岡
規
格
で
あ
る
一
米
の
独
軌
軌
條
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
入
は
明
治
初
年
吾
が
國
鐵
燈
綱
威
の
際
を
阿
満
し
、
英
國
が
其
の
植
民
地
な
み
の
挾
軌
軌
條
を
欝
が
國
に
採
用
せ
し

　
　
　
泰
麟
の
交
懸
構
澄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
工
＋
七
巷
第
欄
號
　
　
六
九

（38蕎）



　
　
　
泰
鰹
分
交
題
欝
幾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
節
二
乎
七
巻
鄭
購
號
　
　
　
セ
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
閉
轟
か
緯
悔
の
▽
経
轍
「
磯
榊
は
メ
ー
ナ
ム
の
・
右
山
雑
バ
ー
ン
コ
ー
ク
ノ
ー
イ
ハ
小
バ
ー
ン
質
；
〃
）
に
訥
の
、
り
、
他
綿
棉
と

め
た
維
緯
に
惣
鋼
す
る
で
あ
、
頓
・
フ
，

の
｛
義
手
漣
絡
は
…
撒
ま
れ
て
る
た
。
然
る
に
ツ
九
二
七
年
に
始
…
め
て
バ
ー
ン
コ
ー
ク
北
方
の
メ
ー
ナ
ム
チ
ヤ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
に
ラ
ー
マ
六
世
橘
…

が
架
設
せ
ら
れ
、
南
方
線
の
列
車
も
バ
ー
ン
コ
ー
ク
中
央
檸
車
場
に
到
着
し
得
る
事
に
な
っ
た
○
そ
こ
で
資
材
、
軌
縮
統
一
の
問
趨
が
生

す
る
に
蓋
つ
た
が
、
燦
然
英
國
の
政
治
的
虚
厭
｛
は
牛
島
鐡
道
の
軌
幅
（
其
れ
は
同
時
に
緬
旬
の
、
又
影
印
の
軌
幅
と
も
同
一
で
あ
る
）
を
押

蓬
め
る
膏
な
っ
た
藩
嚢
材
・
軌
條
・
鍵
霊
薬
る
統
あ
奮
巽
な
瞭
⇔
済
曝
し
た
こ
と
は
蚕
ま
で
も
＾
軸
斯

か
る
糾
的
の
も
と
に
費
治
せ
ら
れ
た
る
鷺
額
の
國
幣
は
ひ
と
り
資
金
不
足
の
泰
國
に
と
っ
て
の
大
損
害
た
る
に
と
津
ま
る
べ
き
性
質
の
も

の
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
軍
な
る
無
用
の
失
費
と
・
い
ふ
べ
き
の
み
に
嘉
す
、
堂
々
刺
設
以
來
標
準
鞍
編
を
興
せ
る
泰
劇
毒
道
を
し

て
植
民
地
岡
様
の
単
軌
軌
條
に
礎
更
せ
し
む
る
が
如
ま
不
正
、
歪
曲
が
易
々
と
し
て
爲
さ
れ
た
る
事
實
を
あ
ら
た
め
て
葱
起
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
醇
し
て
此
の
英
國
ω
謙
略
と
横
暴
な
る
行
爲
は
泰
國
に
何
を
讐
へ
た
で
あ
ら
う
か
。
實
に
英
領
篤
來
へ
の
政
治
的
、
維
済
的
隷
屍

の
強
化
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
ω
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
p

　
傭
も
嘗
て
の
此
の
英
國
の
謀
略
の
結
果
か
、
機
証
の
て
十
五
年
の
後
、
今
次
の
大
東
薫
職
争
の
戯
し
章
選
展
に
俘
ひ
、
皇
軍
の
泰
國
挙

和
進
駐
よ
の
、
英
領
馬
験
の
席
巷
、
選
に
シ
ン
ガ
ポ
…
ル
の
攻
絡
に
當
っ
て
如
何
ば
か
り
役
立
つ
た
事
で
あ
ら
う
か
。
絵
の
に
も
皮
肉
な

運
命
の
．
廻
り
合
せ
と
は
い
へ
、
英
人
の
感
情
は
如
何
∵
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
C

　
｝
九
二
六
年
に
は
東
方
線
が
プ
ラ
ー
チ
ー
ン
ブ
リ
ー
経
由
、
佛
領
カ
ム
ボ
チ
や
隅
境
ア
ラ
ン
プ
ラ
テ
ー
ト
に
開
通
し
～
同
地
方
か
ら
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ラ
ン
ス
に
依
っ
て
建
設
巾
の
ア
ン
コ
ー
ル
及
び
プ
ノ
ム
ペ
ン
に
至
る
自
動
車
叢
雨
に
蓮
凝
し
た
。
此
の
線
も
、
王
と
し
て
政
治
上
の
理
由
に

（　StS6　〉



よ
り
行
は
れ
た
る
計
謹
で
あ
っ
て
、
此
の
繊
の
麺
す
る
地
方
は
人
研
稀
薄
、
土
地
比
較
的
痔
…
せ
、
且
つ
古
來
水
路
の
便
が
獲
達
し
來
っ
て

み
る
の
で
他
地
方
に
比
し
鐵
道
建
設
の
必
要
は
比
較
的
大
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
紋
で
あ
る
．
．

　
一
九
二
九
年
に
コ
ー
ラ
ー
ト
線
の
延
長
工
事
が
ウ
ボ
ン
に
桑
通
、
引
績
き
コ
ー
ラ
ー
ト
高
原
を
縦
断
し
て
北
方
へ
、
ノ
ー
ン
カ
イ
及
び

ナ
コ
ー
ン
パ
ノ
ン
に
至
る
計
彊
線
の
建
設
が
行
は
れ
、
一
九
三
三
年
夏
至
っ
て
コ
ー
ン
ケ
ー
ン
ま
で
竣
工
、
其
の
後
同
研
よ
リ
ウ
ド
ー
ン

に
至
る
工
事
（
第
二
期
の
議
定
と
し
て
メ
ー
コ
ン
河
辮
の
ノ
ー
ン
カ
ー
イ
に
至
る
計
叢
が
あ
る
）
が
鏡
意
逸
め
ら
れ
、
昨
年
竣
工
せ
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
此
の
線
の
持
つ
意
義
は
重
大
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
著
が
國
の
東
北
地
方
に
も
比
せ
ら
る
べ
き
、
而
し
て
將
來
棉
花
供
給

地
と
し
て
の
重
要
意
義
を
有
す
る
に
至
る
事
を
約
束
せ
ら
れ
て
る
る
、
コ
ー
ラ
ー
ト
高
原
自
重
の
獲
展
の
た
め
の
み
な
ら
す
、
佛
領
ラ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ス
と
泰
國
中
心
地
幣
と
の
輩
固
な
る
結
び
つ
・
ざ
を
可
能
な
ら
し
め
．
⇔
特
殊
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
鎗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
叉
現
在
實
現
は
み
て
み
な
い
が
齪
に
一
九
〇
七
年
泰
英
條
約
中
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
南
方
線
の
プ
ラ
チ
ユ
ア
ツ
プ
キ
ー
リ
ー
カ
ン
附
近

に
於
い
て
分
議
し
、
テ
ナ
セ
リ
ム
を
越
え
て
緬
旬
に
延
び
、
緬
飼
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
二
隠
線
上
に
結
ぶ
複
製
國
重
要
路
線
の
建
設
案
の
　
　
、

あ
っ
た
事
を
吾
々
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
以
上
泰
國
の
鐵
道
交
通
組
織
に
加
へ
ら
れ
た
る
英
國
の
謀
略
を
み
る
べ
く
霞
幕
建
設
の
墜
塑
を
な
が
め
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
此
虞
で

齎
讐
繋
の
嚢
を
蕪
魎
懸
薪
な
平
角
か
ら
更
す
る
嘉
し
よ
う
・
ア
ン
・
ル
τ
ズ
は
其
の
落
第
高
欝
欝
響

　
　
⑲

濟
調
査
」
の
う
ち
に
左
の
如
き
表
を
掲
げ
　
　
砺
か
も
此
表
は
爾
後
多
く
の
著
書
に
丁
々
引
用
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
　
　
遙
か
に

高
度
の
維
濟
獲
達
を
途
け
て
る
る
他
の
亜
細
照
諸
地
域
に
比
し
、
泰
園
の
鐡
道
獲
逡
を
高
く
評
綴
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
蒲
し
て
泰
國
の

　
　
　
泰
醒
　
の
　
｛
父
漁
蝿
議
側
側
穐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
線
｝
　
第
離
職
　
　
　
　
　
七
蝋



　
　
　
泰
麟
の
交
題
構
造

他
の
丈
夫
施
設
一
般
に
比
し
て
鐵
道
は
遙
か
に
獲
達
し
た
も
の
と
な
し
て
を
り
、

に
思
は
れ
る
、
然
し
此
の
事
は
ま
た
考
ふ
べ
き
…
間
題
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
鐡
道
一
哩
當
佳
民
数

　
　
第
二
十
七
巷
　
錦
鶴
野
　
　
　
七
二

又
泰
關
人
離
ら
も
む
し
ろ
誇
の
一
つ
と
し
て
み
る
や
う

ア

ン
ド

ノレ

董

ズ
の

表
に

依
触
ば

泰

道

哩
當
往
母
数
黛
餐
下只

馬
來
，

臼

本
に

次
絵
姦
愚
書
v．t．“

の
る

景
観
的

騨
嚇
れ
ば
泰
國
内

れr
，

き

た
も

の
と

解
す
ヘミ

ミ
ニ
y
（
・
p

や
黛
，

あ

で
あ’

る

侵
略
撃
b

れ
つ
x

あ

り

し

當
人
に

玄
し

侵
g
，
1
）
．

實
聖
謬
め

役
さ

り

し

者
も

少
s
な

か

？
アニ

程
英

の
謀
略
は

巧
妙
に

行
は

的
に

英
國

の
政
治
的
蟹
力

下
獲

融
璽
t
／
）

れ
s

英

植
民
地
な

み
に

蓮
螢
纏
り

れ
つ

）
の
り

し

此
の
國

の

組
織
の
ナμこ

態
を

墜
｝
夏
fv．

形
式
的
に

は

完

蚕
な

園

蓼
一，L一”

の
り
h

c！）

行
政
は

泰

王
室
馬
道
局
に

依
っ
て

西

堂
b
．

れ
T
Q

璽
U
あ

る
カ
こ

吾
7t

は

實
質

七六五四三ニーN　　　　　　l　　　　　s　　　　　　h　　　　　　－　　　　　　N　　　　　　N

支フ拶臼蘭逞日英　　イ
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六
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四
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へ

四

四

四
ノ、

ヨ

5
九
四

六
さ
四

竺

四

九
七
七
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⑳

陸
の
主
要
生
産
地
帯
を
蓮
参
し
、
此
の
國
の
重
要
地
曳
を
結
ぶ
こ
と
に
域
饗
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
｝
、
シ
ャ
ム
篇
」
も
撫
す
如
く
泰
國
は

維
濟
地
理
芝
繋
に
は
海
樟
線
を
有
す
る
に
係
ら
す
、
一
般
に
島
峡
察
間
に
記
す
し
て
内
陸
察
間
に
鰯
す
る
も
0
3
で
あ
る
か
ら
、
内
陸
の
開

題
に
は
水
路
、
遜
路
の
輸
逡
機
構
と
相
輿
っ
て
鐵
道
網
の
獲
達
に
大
い
に
依
存
す
る
必
要
の
あ
る
事
は
鷺
を
侯
た
な
い
の
で
あ
る
。
故
に

地
理
的
環
境
を
異
に
す
る
蘭
印
、
フ
イ
リ
ツ
ビ
ン
、
轡
型
等
に
封
比
し
、
泰
國
鐵
道
一
般
の
獲
達
程
度
の
絶
学
的
高
位
を
云
女
し
て
は
い

け
な
い
の
で
あ
る
。
力
漕
積
百
雫
方
響
當
鐡
遠
粁
数
を
算
法
し
て
み
る
に
、
英
領
馬
繋
を
除
き
南
洋
諸
地
方
は
大
な
る
男
爵
の
な
い
こ
と

を
智
の
で
あ
⑱

　
両
し
て
鐡
道
縄
織
の
内
容
を
み
れ
ば
、
殆
ど
全
線
が
軍
糠
で
あ
り
、
視
線
は
バ
ー
ン
コ
ー
ク
附
近
僅
か
三
〇
粁
程
度
に
過
ぎ
す
、
輪
韓

資
材
馬
軌
條
、
工
事
等
の
デ
ー
タ
、
更
に
髪
際
蓮
轍
に
關
す
る
貨
客
等
の
統
計
等
に
依
る
な
ら
ば
此
の
國
の
里
道
が
其
の
表
面
的
な
延
長

粁
搬
に
現
は
れ
て
る
る
程
の
運
輸
能
力
を
有
せ
す
、
麺
長
粁
激
を
も
つ
て
難
険
的
償
値
を
愚
挙
す
る
こ
と
の
極
め
て
危
険
な
る
こ
と
を
知

る
で
あ
ら
う
へ
｝

　
更
に
泰
働
鐡
…
遍
男
系
の
特
性
の
～
つ
は
、
印
度
、
緬
旬
の
鐡
道
の
孤
立
性
に
比
し
、
蓮
絡
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
英
領
馬
取
の
三

道
も
泰
園
に
霞
主
性
あ
ら
ば
孤
立
性
を
保
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
し
、
著
々
は
此
の
黙
に
此
の
國
黒
道
の
持
つ
地
政
纂
的
意
義

の
露
要
性
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　
今
や
大
東
距
戦
欝
の
進
展
に
俘
ひ
、
支
郵
よ
り
馬
印
、
帳
綴
、
更
に
馬
繋
を
維
て
昭
南
港
に
歪
る
、
印
度
支
那
牟
島
縦
断
の
距
細
距
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

於
け
る
…
大
幹
線
鐵
道
全
躯
の
賢
現
が
極
め
て
近
歯
將
來
に
あ
る
と
鷺
ふ
こ
と
が
澱
架
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
と
よ
り
輩
な
る
軌
條

　
　
　
泰
醸
の
交
叢
梅
避
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
巻
　
繁
競
號
　
　
　
七
羅

（　3S｛　）



　
　
　
嶽
｝
灘
闘
の
交
癒
構
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篤
〔
二
十
七
繰
｝
第
欄
號
　
　
七
嬢

の
蝶
結
の
み
の
工
作
で
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
…
竃
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
要
は
距
細
距
の
關
…
放
、
麗
紬
薫
の
新
秩
序
建
設
の
た

め
、
皐
道
開
顯
の
…
前
哨
と
し
て
あ
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
小
牧
敏
授
も
需
は
れ
る
○
…
、
皇
道
宣
布
の
理
慧
實
現
の
第
一
歩
と
し
て
亜
細
亜
を
解
放
し
、
亜
細
亜
の
新
秩
序
を
建
設
す
る
た
め
に
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

必
要
な
る
手
段
は
先
づ
其
の
交
逓
組
織
を
亜
細
距
入
臨
身
の
堂
中
に
奪
還
し
、
吾
汝
霞
ら
の
手
で
之
を
整
備
し
、
蓮
験
す
る
に
あ
る
。
」
ハ

ウ
ス
ホ
ー
フ
ア
は
其
の
著
、
慾
気
洋
地
政
藥
」
の
中
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
泰
國
参
謁
に
よ
O
蓮
絡
せ
ら
れ
て
…
大
葬
橋
と
な
っ
て
を
り
、
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

南
に
達
す
る
佛
印
璽
道
と
競
走
導
爆
抗
に
あ
る
と
詮
い
て
る
る
が
、
今
臼
に
於
て
は
勿
論
其
の
様
な
封
立
性
は
あ
り
得
べ
く
も
な
く
相
互

に
張
、
く
結
び
つ
い
て
張
、
力
な
る
全
鑓
と
し
て
印
度
支
那
牟
島
の
製
革
朕
を
構
叙
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
出
馬
黙
を
挾
ば
め
て
申
星
図
∵
四
部
の
…
聞
顯
に
移
ら
・
つ
○
珊
在
此
の
國
の
総
て
窃
、
糖
化
施
蹄
嗣
げ
か
殆
…
ど
バ
竃
ン
コ
！
ク
に
集
中
す
る
如
く
、

鐵
道
の
中
心
も
た
ゴ
バ
ー
ン
コ
ー
ク
一
つ
で
あ
る
。
水
上
交
遜
構
造
の
…
問
題
で
あ
る
が
、
．
バ
ー
ン
コ
ー
ク
港
築
港
計
鍵
と
毛
並
ナ
ム
チ
ヤ

オ
プ
ラ
や
河
“
淺
洲
の
早
早
事
業
と
は
梢
倹
っ
て
泰
國
を
し
て
翼
の
意
味
の
沿
岸
維
濟
室
間
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
是

に
加
ふ
る
に
南
部
傘
照
照
ソ
ン
ク
ラ
（
シ
ン
や
訟
ラ
）
開
港
の
重
要
性
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
劃
期
的
大
開
獲
否
む
し
ろ
室
問
改
造
計
叢

と
も
貸
す
べ
き
も
の
に
關
卜
し
て
早
道
政
策
の
参
加
す
．
べ
き
揖
標
は
墜
ら
明
で
あ
る
。
脚
ち
南
方
に
今
…
つ
の
中
心
を
澄
く
こ
と
こ
れ
で

あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
硯
段
階
的
に
考
慮
せ
ら
る
べ
き
は
ソ
ン
ク
ラ
港
築
港
設
備
の
促
進
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
同
時
に
閻
所
に
鐵
道
の

重
心
を
設
置
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
嘗
て
そ
れ
は
英
國
に
よ
る
泰
國
隷
婦
化
を
打
破
す
る
最
も
緊
急
な
る
封
策
で
あ
っ
た
が
、
今
や
輝
し

き
昭
爾
港
の
誕
生
を
み
る
に
至
り
、
激
し
き
隠
代
韓
換
の
感
激
を
事
え
つ
Σ
も
、
な
ほ
ソ
ン
ク
ラ
港
の
問
題
は
依
然
と
し
て
泰
國
に
と
り

（：S90）



新
し
き
秩
序
の
も
と
に
開
獲

　
今
や
大
東
距
戦
勲
の
慨
し

盟
本
然
の
姿
に
復
瞬
し
つ
」

L
那
へ
な
け
・
れ
．
は
な
ら
ぬ
．
、
此

あ
・
偽
う
。
そ
し
て
又
鐵
選
雛
旧

と
し
て
、
更
に
は
西
方
テ
ナ

ρ
？
フ
。

註
①
　
②②①

而
し
て
そ
れ
は
歪
く

ρ
区
器
凶
≦
∴
ω
凶
〔
二

鐵
戴
建
設
の
浅
草
の
記
．

嬢
る
。
も
っ
と
も
此
等

小
牧
實
繁
　
㌶
本
地
政

も
つ
と
も
翠
に
記
録
的

私
設
魯
証
に
よ
る
狭
」
脚

露
要
な
る
意
義
を
膚
し

⑤
、
山
霧
①
話
声
伽
O
ρ
き
℃
欝

　
　
り
能
力
あ
り
と
患
は
れ

⑥
蓬
羅
協
禽
懸
羅
麟
傭

　
　
泰
醸
の
交
憩
構
撫
　　　ゆ鴬　 な鷺な蹴に學著平戸：皇セ系のあ．きせ．

　　．砦罎禽駈①講毛欝熱論

第
二
＋
七

難
撚
綱

七
鷲

靴
は
錫
繭
及
び
馬
準
鐵
叢
等
に
於
い
て
継
験
ず
み
の
負
託
で
あ
る
が
、
ク
レ
ト
ナ
ー
に
よ
れ
ば
「
餓

を
膜
Ψ
げ
る
な
ら
ば
一
八
九
」
二
年
に
…
湖
篤
し
た
バ
ー
ン
コ
1
〃
・
パ
ー
ク
ナ
ム
（
メ
ー
ナ
ム
河
口
）
間
門
の
一

け
、
移
犀
隔
ゆ
獄
・
b
弧
ぼ
い
○
妖
磐
し
こ
れ
一
は
ク
レ
ト
・
ナ
ー
も
｝
賦
ふ
如
く
河
礁
寸
軸
麗
惣
揖
、
霞
－
事
、
山
脈
一
巡
政
妬
東
的
に
み
て

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
儒
・
ず
る
象

つ
れ
、
印
度
交
郷
牟
島
は
画
く
久
乙

輿
の
初
ま
ら
ん
と
す
る
此
の
．
曲
輪
の

組
織
も
吾
が
國
の
協
力
を
得
て
、
始

内
部
の
み
の
ゑ
考
察
に
終
胴
る
べ
さ
α
で
た

緬
飼
、
印
度
に
鷹
接
結
び
つ
く
大
齢

媒
燈
と
し
て
f
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

6
跨
酬
ρ
ω
一
ω

　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③

α
部
O
控
も
。
冨
ヨ
○
咳
〔
ひ
”
ヨ
…
も
Q
β
き
東
亜

に
、
①
は
②
に
、
貸
し
て
①
は
②
に
写
る

が査

　コvニシ
　ヤ
　ム
　篇
　し　及
　び
　蓬④
　羅
　1協
　禽
　一
　羅
　隅
　i凹
　ヒ　等
　に

）結糸多力る島ると　　び　　る　　を　　此　　は　　と

をつべそ尋の懇儒．
忘くきて・鋤く「配
れ大で’島贈るて幹な始のしもは早くめ中きのなの’て央にでら一：支講述にわあ
な部ラ耶の粒二ずこる
いとよ嘱．SCすわ　o
ρ）しt’）然るし
でて牛（9）i泰漱
あ考島姿國素灘
る察ををは巴。せ繕獲、の　らて凄雄ま牙｝5
　れ昭すナこ懇
　ね爾る麟Q．）
　ば港こら被　なにと新を
　ら至がし携　なるでき拭　いプくき意し　で　　動　　る　　義　　薫

　あ脈でを細
（謝）



蘇
～
瞬
　
の
交
癒
欝
邉

簸
…
　
十
七
巻
　
第
購
號

セ
六

⑦
　
緬
絢
、
鍛
欝
ル
…
レ
の
今
昔
℃
鋤
。
篤
6
難
燃
p
」
団
誘
”
同
ζ
謬
ρ
む
恥
O
欝
酒
豪
濟
研
究
断
　
研
兜
惣
熟
料
第
…
熟
年
箪
八
號

　
　
欝
時
多
く
の
着
は
脚
数
を
総
満
せ
ざ
る
、
即
ち
現
在
の
ビ
ル
｝
、
レ
！
下
と
ほ
ぼ
同
じ
路
線
に
よ
る
轍
激
歎
設
の
計
鐵
髭
有
し
、
種
々
の
探
検
、
調
査

　
　
も
其
の
方
面
に
行
は
れ
た
が
、
躍
註
Φ
5
0
。
5
喜
。
§
等
は
泰
腋
灘
由
の
路
線
を
雲
叢
、
ご
蓋
○
哩
以
上
に
わ
た
る
熟
心
な
探
査
を
行
っ
た
。

　
　
彼
簿
は
緬
飼
領
ム
ー
ル
メ
イ
ン
よ
η
泰
麟
の
ラ
ー
ヘ
ン
及
び
ナ
コ
ー
ン
ラ
ン
パ
ー
ン
を
麟
て
北
部
泰
に
餓
で
メ
ー
づ
ン
河
に
辮
ひ
て
雲
欝
に
餌
で
ん

　
　
と
し
た
も
の
で
あ
る
○
彼
等
は
英
國
に
於
い
て
O
O
δ
信
犀
O
営
ピ
》
・
勾
∴
》
鑓
O
只
言
q
馨
昏
O
C
α
7
鋤
添
ρ
U
O
貫
自
O
P
お
G
Q
◎
頃
鉱
冨
ρ
．
譲
∴
》
け
｝
μ
〇
二
①
僑
昌
α

　
　
ヨ
離
＄
O
昌
β
。
昌
盛
。
覧
蚕
馨
ぎ
昏
Φ
2
口
9
雛
O
Q
叶
象
Φ
ジ
罰
ユ
ぎ
σ
霞
気
団
”
お
り
O
の
如
き
雪
行
記
を
禺
版
し
、
或
ひ
は
講
演
を
試
み
、
盛
ん
に
遽
動
を
行

　
　
つ
た
が
…
遡
に
域
解
し
な
か
つ
流
。
妖
｛
し
グ
レ
イ
エ
ム
に
よ
れ
ば
「
餓
道
交
憩
の
二
二
な
る
こ
と
を
…
般
泰
顯
食
N
域
に
知
．
ら
せ
た
る
は
非
常
な
る
敷
蹴
㈱

　
　
に
し
て
…
逐
に
ラ
ー
て
五
七
は
　
八
八
七
年
海
峡
植
既
地
聰
督
の
鍛
鋼
を
得
て
｝
蛾
蓮
建
設
の
欝
號
を
開
始
…
し
た
。
」
と
あ
る
○

　
　
な
ほ
本
年
七
月
二
＋
四
溝
の
東
京
蜀
鐸
新
聞
に
よ
れ
ば
ビ
〃
岬
、
軍
政
部
に
於
い
て
は
シ
ャ
ン
諸
州
の
資
源
開
聚
駈
直
接
贋
的
と
し
、
雄
大
な
る
シ
ヤ

　
　
ン
高
原
横
隔
の
タ
ウ
ン
ヂ
イ
、
ハ
ノ
イ
聞
田
道
建
設
の
計
叢
が
あ
る
事
を
記
し
て
み
る
。
岡
記
事
は
現
ピ
〃
マ
鐵
避
の
タ
ヂ
イ
騨
よ
リ
タ
ウ
ン
ヂ
L

　
　
騨
に
至
り
サ
ル
ゥ
イ
ン
河
上
流
を
緯
て
、
関
越
國
境
に
至
り
翼
に
メ
ー
コ
ン
上
流
を
渡
り
北
部
佛
邸
…
渠
．
野
に
入
ら
ん
と
す
る
も
の
で
全
長
一
〇
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
．
粁
蝕
、
工
｛
賀
一
一
億
五
千
五
百
一
禺
…
圓
織
、
ニ
ケ
年
を
も
つ
て
竣
’
功
の
帆
螺
ぬ
死
の
U
隅
を
傭
剛
へ
て
る
る
が
肌
肥
ら
く
其
の
豫
箆
路
綿
…
は
タ
ウ
ン
ヂ
イ
よ
リ
ム
オ
ン

　
　
潔
ー
ン
総
由
ケ
ン
ト
ン
に
至
る
現
み
樗
の
激
解
賠
と
同
一
の
ツ
ー
ス
を
焔
辿
る
も
の
と
お
も
は
れ
る
。
ケ
ン
ト
ン
に
於
い
て
は
泰
國
の
ラ
ム
バ
ー
ン
よ
リ
チ

　
　
エ
・
ラ
ゑ
麟
の
窺
要
北
方
滋
路
と
・
瀟
び
得
る
。
何
晒
甚
と
．
も
同
先
議
は
直
接
泰
閣
領
を
通
過
せ
ぎ
竃
佛
印
ラ
亥
靴
蔀
の
開
幾
と
共
に
北
泰

　
　
の
開
獲
に
一
新
紀
元
を
湿
す
べ
・
途
需
要
な
る
意
蕨
を
有
す
る
大
餓
総
計
叢
で
あ
り
、
賢
現
の
上
は
軍
に
資
源
闘
聚
餓
道
に
止
ら
ず
、
印
度
支
那
牛
島

　
　
柵
悌
抑
縄
由
の
餓
潜
…
に
地
し
、
賎
取
短
路
線
…
に
於
い
て
ビ
深
川
、
、
印
膨
圧
を
轄
叩
ぶ
大
齢
u
鯨
脚
の
．
一
鶴
皿
と
な
る
璽
r
大
漁
忌
曲
魂
を
庄
戸
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
　
シ
ャ
ム
篇
　
三
八
九
頁

⑨
逞
羅
國
梼
二
鱗
一
頁

⑩
　
シ
ャ
ム
篇
　

一
五
三
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

（　：Sgtt，　）



⑪＠＠＠＠
爽
幽
圃
の
外
債
は
此
の
雫
島
餓
道
公
擬
を
含
め
て
現
在
に
知
る
ま
で
都
倉
露
出
装
行
さ
れ
た
が
、
種
々
の
鎌
項
に
於
い
て
此
の
鐵
滋
公
俵
の
み
は
他
の

四
外
債
と
著
る
し
く
異
る
黙
を
派
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

即
ち
他
の
四
種
の
外
債
は
侮
れ
も
起
債
の
臼
の
五
ケ
年
後
よ
り
鶴
十
年
間
に
年
賦
償
還
の
契
約
で
あ
っ
て
、
慣
し
十
ケ
年
後
は
三
ケ
簿
の
顕
告
を
も

つ
て
随
降
”
全
額
叉
は
｝
蔀
を
償
諭
し
得
る
條
件
付
で
あ
る
Q
下
し
て
事
鍛
既
に
一
部
厳
器
の
全
額
償
　
媒
酌
に
よ
り
、
最
近
に
於
い
て
は
嘗
て
一
三
六

三
萬
藤
四
の
覧
額
に
上
．
つ
た
外
藩
匹
も
傘
・
減
す
る
に
轟
け
、
そ
の
上
償
却
鵜
訊
金
も
二
五
〇
〇
三
論
「
を
越
え
る
墜
凱
賃
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

然
る
に
此
の
字
島
二
道
公
訴
に
議
す
る
英
國
の
謀
略
は
深
刻
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
帥
ち
此
の
公
債
の
み
は
｝
九
二
四
年
以
降
購
十
年
・
問
に
年
賦
償

選
の
契
約
あ
り
、
今
後
な
ほ
二
十
有
蝕
年
の
な
が
き
に
わ
た
っ
て
泰
圃
に
島
陰
を
獅
へ
る
根
嫁
と
な
っ
て
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
郎
ち
全
額
償
遽
に

遮
る
な
が
嚢
期
間
、
「
製
麺
」
に
よ
る
事
掌
上
の
泰
瞬
支
点
の
野
望
が
此
の
一
事
に
依
幸
し
て
み
た
浮
評
で
あ
る
。
此
の
外
q
債
と
ロ
ン
ド
ン
に
置
か
れ

た
在
外
正
貨
と
に
よ
っ
て
説
く
莫
閾
［
の
金
謬
り
に
な
っ
て
み
た
り
が
大
宙
小
藁
戦
雫
．
博
識
に
於
け
る
綴
暦
…
の
姿
で
あ
っ
た
o

O
『
麟
び
⇔
ヨ
讐
老
．
距
∴
ω
冨
ヨ
＜
O
ピ
昌
℃
や
H
軽
①

彼
ほ
更
に
綴
け
て
震
ふ
。
「
然
れ
ど
も
是
に
よ
り
て
得
た
る
覇
業
國
の
利
盆
も
亦
莫
大
な
”
φ
も
の
に
し
て
、
若
し
然
ら
ざ
れ
ば
何
時
辱
賃
施
せ
ら
れ
る
や

も
わ
か
ら
ざ
る
肥
沃
な
る
南
郡
邊
羅
　
地
」
万
の
開
娠
繰
を
促
し
、
首
都
バ
ー
ン
コ
ー
ル
を
し
て
マ
ラ
ソ
カ
灘
峡
を
通
じ
て
世
界
の
大
賀
懸
路
と
漣
絡
せ
し

む
る
こ
と
を
得
た
U
9
」
と
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
　
マ
ラ
ン
野
梅
鹸
よ
り
陸
路
バ
…
ン
コ
…
グ
を
二
二
得
る
歌
態
を
將
來
せ
し
め
た
こ
と
に
留
意
す
べ

嚢
で
あ
ら
う
。

竃
⇔
巳
噛
○
．
…
℃
o
嵩
怠
。
。
島
δ
O
⑦
o
α
舞
養
ロ
試
Φ
ω
」
邸
刈
刈

小
牧
賀
繁
　
町
本
地
政
學
宣
晶
臓
　
｝
〇
九
頁

伺
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
九
七
買

合
級
省
蓬
輪
本
欄
「
早
雪
鐵
痘
調
査
資
料
篇
第
十
閤
巻
第
…
二
號
に
よ
れ
ば
　
、
此
の
費
柵
は
繍
…
計
斎
五
十
照
萬
八
千
鷲
掴
十
四
錬
に
遽
し
た
硫
と
あ
る
も
、

泰
瞭
の
交
艦
欝
競
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
巻
　
算
観
號
　
　
　
七
七

（　：一）9．，　；）　）
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⑱⑰⑱

泰
鱒
の
轟

泰
顯
政
府
統

二
〇
！
二
一

録
し
て
み
る

ぞ
ノ
　
　
　
　
　
　
ゲ

薪
自
カ
ム
ボ

ツ
ー
ラ
ー
ト

河
に
よ
リ
サ

に
積
換
を
要

地
涌
復
の
係

本
丈
の
戴
議

○
年
の
問
で

の建
こ設
との
。最
　も
　盛
　ん
　に
　行
　は
　れ
　た
　の
　は
　一　九
　二
　〇
　年
　か
　ら
　N　九

（　ii）｛．／）Ll　）

一
九
｝
ニ
ニ
…
皿
二
黛
年
で
あ
る
○

ー
コ
　
ン
蒲
μ
財
揮
の
ノ
ー
ン
カ
イ
凱
八
同
門
ナ
づ
ー
ン
。
ハ
ノ
ー
ン
亀
　
一
耕
兄
濁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儲

の
…
ト
流
に
あ
る
同
く
。
雛
。
及
び
勺
「
o
禽
）
ハ
霧
鋭
ρ
斡
　
の
二
慧
蒲
の
た
め

を
な
す
に
至
っ
て
み
る
韓
こ
の
こ
と
は
昨
年
の
佛
印
に
野
す
る
失

　
　
舵

父
通
欝
造

櫨
罪
二
十
七
繧
　
鶴
御
壁
號

セ
八

計
年
鍵
（
も
α
8
費
け
凶
黒
磯
Φ
霧
ご
ご
。
興
。
障
冨
区
貯
魅
。
ヨ
鼠
ω
…
農
・
ヨ
切
』
』
禽
G
。
簿
邑
b
。
語
り
）
に
よ
れ
ば
佛
讐
二
三
ハ
叢
年
（
一
九

）
以
降
二
欄
寛
謡
年
二
九
．
盟
δ
…
潔
＝
）
に
薫
る
＋
一
年
悶
に
、
築
上
軌
條
に
愛
翼
の
項
に
総
童
一
〇
六
、
六
七
一
董
蘇
の
支
照
を
記



＠＠＠　op

口
山
鴨
①
≦
ρ
隔
鋤
ヨ
①
ρ
竃
・
”
ω
凶
費
づ
り
鳴
コ
急
心
＝
桟
＝
ρ
一
馬
O
O
質
O
ヨ
凶
O
ω
二
醜
く
の
槻
一
Φ
も
Q
へ
世
一
困
り
Q
⇔
切
℃
マ
し
Q
G
Q
リ

ヤ
ム
篇
　
　
三
九
．
一
頁

積
百
方
粁
，
糊
付
蘭
印
9
…
蒋
佛
印
．
？
臨
粁
ブ
イ
サ
ソ
ビ
ン
O
取
縄
泰
畷
。
・
山
ハ
曲
馬
來
丁
…
蒋
口
本
国
・
一
議

印
プ
ノ
ム
ペ
ン
・
モ
ン
コ
劇
瀞
－
一
線
の
職
暴
顯
日
夕
ア
ラ
ン
・
ブ
ラ
テ
ー
ト
へ
の
延
長
、
泰
國
餓
滋
と
の
連
絡
は
、
昨
年
の
醸
境
紛
争
以
箭
に
於

て
、
バ
ソ
タ
ン
バ
ン
弼
の
バ
ー
ン
コ
ー
ク
依
存
化
に
っ
き
サ
イ
ゴ
ン
鮒
の
反
鍔
が
あ
っ
た
が
、
歎
年
輪
來
漣
，
絡
の
旗
艦
は
た
て
ら
れ
、
紛
償
箭
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兎
憲

動
車
連
絡
に
よ
．
つ
て
み
た
。
暴
麟
は
失
地
囲
復
後
、
直
ち
に
餓
道
工
事
に
弓
手
、
開
爽
に
乗
耀
し
た
こ
と
は
周
殉
の
如
く
で
あ
る
。
ま
た
佛
印
プ

ム
ペ
ン
・
サ
イ
ゴ
ン
鮒
の
蓮
輪
舞
に
つ
い
て
ほ
既
に
…
九
．
二
八
年
・
印
慶
支
那
，
繍
…
督
鰐
齋
“
、
勝
…
獣
心
ド
蛾
滋
環
節
集
を
珂
決
し
て
み
る
。

年
六
月
二
＋
鳳
欝
聞
儀
の
鱗
灘
茎
父
謙
懇
談
禽
に
於
い
て
上
灘
翻
り
昭
瀧
島
に
趨
る
大
陸
藁
薦
戴
道
の
建
設
集
が
欝
議
さ
れ
、
灘
購
の
魯
斯
聞
は

伽
瞭
悶
の
交
｝
溝
驚
一
聯

第
嵩
十
℃
怒
　
第
醐
號

七
九

泰眠の國有望激現勢一州
　（1931．1年1：哨31蕪1現在）

纏扇繍及び主要駐問騨鴛誹

バーン |ンづ｛ラ｛ト誰→．・・・…1・・、

バ・…ンプー〃一t　ノぐ一クナム〈詫盆ニニ）　2工000

パーーンづ一〃　ぺ｝・リユ・一

　アランプラテート
バーンパ・・一一チ　チエンマイ

バーンタ“p・一ラー　　 λワンカ
ur　．一　i7

マevカサンー一河津淳車委鯵

バF一一ンスp一　　タリンチヤン

タノンチラ　　プアヤイ
づ・一一ンケ・一一ン

バーンコー〃ノpsイ　　ハー
トヤイ　　スングイゴロク

ハートヤイ　　　　Aeタ“ンプサーiレ

カンタン，ナロP一・ンシータム

25，皇．800

6｛貸．2工｛・｝

Lt9．000

一1．，gfl；o，

14．3r蓋0

18曇．208

zl－ts：s，gl　’

・掻．滋0

　　　　　　　　15S．C，7tlマラート，　ソングラー各支：蕩ミ

曲管鐵遺

起黙及び絡黙
ノ．e一ン「コーダ　　メークロン（灘三三置）

ターΨアー　プラバート

典　の　他
事業專∫i．∫戴道

　
・鷺

）
7

云
し
6

，
壕
r
、

王9

2義

so

lt｝O

設一一複線藩；分を含む

註ニパークナム線は193｛．｝年敵二府買1次

誰三メークロン線は昨年買牧，

娼断シャム篇

（39．5）



泰
騰
の
交
遜
欝
幾

第
二
十
七
巻
　
第
素
懐

八
○

　
　
大
々
的
に
之
を
報
じ
た
が
、
そ
れ
に
柔
れ
ば
蹴
東
・
長
野
問
は
照
門
卦
ン
ネ
彪
開
逓
に
よ
り
直
焦
し
、
長
齢
∵
上
海
闘
は
漣
籍
麟
、
上
梅
よ
り
蕪
中

　
　
鐡
議
の
鴨
砕
披
線
｝
に
よ
サ
讃
…
下
、
漸
工
臨
線
に
て
欝
一
3
鰯
総
理
綜
州
に
至
り
、
難
曲
襖
線
に
鞍
び
、
衡
陽
よ
り
伽
…
州
に
配
る
○
麹
…
彌
と
認
印
瞬
境
鑓
欝
…
闘
…
問
照

　
　
百
舞
は
新
線
を
警
荒
よ
り
舗
讐
讐
に
よ
碁
イ
ご
に
至
る
。
サ
イ
ご
・
プ
ノ
・
べ
商
港
睡
夢
は
看
攣
粁
、
堕
果

　
　
設
線
舎
計
約
七
百
粁
野
饗
∵
へ
千
萬
圓
に
て
大
落
五
ケ
年
で
療
兀
成
の
上
は
上
乗
∵
曙
南
…
島
雪
空
長
七
八
三
〇
粁
鹸
を
八
十
九
繋
駕
に
て
遮
絡
…
し
碍
る
鞭
…

　
　
宛
で
あ
る
。
術
し
て
之
葱
第
一
案
と
し
更
に
第
二
案
と
し
て
安
南
山
脈
横
噺
の
新
線
勲
設
の
計
叢
を
用
意
し
て
み
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
現
荘
佛
印

　
　
縫
貫
餓
道
の
ヴ
イ
ン
の
南
方
タ
ナ
ソ
プ
よ
リ
ソ
ム
ク
ソ
ク
に
至
る
十
八
粁
の
支
線
を
延
、
長
（
義
旗
メ
ー
コ
ン
河
に
至
る
豫
定
線
の
】
郊
で
あ
る
）
安
衛

　
　
山
脈
を
横
隔
し
、
メ
ー
コ
ン
海
畔
タ
ー
ケ
ー
ク
に
筆
り
、
．
同
河
を
渡
り
、
泰
領
ナ
コ
「
ー
ン
パ
ノ
ン
を
譲
て
現
在
づ
ー
ラ
ー
、
ト
線
の
コ
ー
ン
ケ
ン
或
は

　
　
ク
ム
パ
ワ
ー
ビ
イ
に
薫
り
饒
設
線
に
籠
絡
の
豫
窯
で
は
な
い
か
と
患
は
れ
る
。
岡
案
は
未
設
匿
問
約
三
百
五
十
粁
乃
至
二
百
粁
と
み
ら
れ
、
第
一
案

　
　
に
比
し
甲
南
山
脈
横
噺
の
困
難
を
酋
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
第
一
案
に
よ
る
實
現
の
後
に
於
い
て
も
多
く
の
…
四
難
を
舞
し
て
賓
現
す

　
　
べ
遺
贋
値
を
有
す
る
も
の
と
嵩
ず
る
。
け
だ
し
傭
撮
御
頭
に
依
っ
て
箕
現
不
民
器
な
り
し
野
路
軸
鰍
建
設
の
上
更
、
ひ
と
り
岡
齢
　
綿
…
鐵
鴨
泄
距
離
を
由
透
か
に

　
　
短
縮
す
る
の
み
で
な
く
、
從
來
ム
謁
牛
島
葡
通
じ
て
縷
か
蹴
r
飾
瞭
の
小
男
路
に
よ
る
渾
…
絡
…
の
み
よ
り
な
か
り
し
安
山
酌
山
僧
越
へ
の
大
交
通
幹
線
の
出
　
現
と

　
　
・
な
り
、
メ
ー
コ
ン
河
中
流
の
航
浬
と
も
結
び
、
全
う
オ
ス
の
糟
尾
、
泰
國
東
北
蔀
の
一
語
を
著
る
し
く
促
進
し
、
前
記
ピ
〃
マ
黒
道
の
實
現
と
共
に

　
　
印
塵
爽
那
牛
島
の
交
麺
髄
系
に
渕
期
的
鑓
箪
を
摩
す
も
の
で
あ
ら
う
。

⑳
　
小
牧
實
繁
　
昌
本
地
政
學
宜
繋
　

一
二
八
頁

⑳
鵠
雲
ω
剛
6
塗
び
囚
．
“
O
Φ
8
0
一
繭
巳
（
山
霧
勺
器
繭
諺
。
｝
お
渇
O
N
Φ
p
・
諺
ω
●
卜
。
罫

（　：396　）

道

路

　
前
述
の
如
く
一
般
に
欧
羅
巴
に
於
け
る
場
合
と
異
砿
、
饗
膳
に
て
は
近
代
的
交
通
灘
系
に
於
い
て
道
路
の
建
設
よ
り
も
鐡
道
の
獲
達
が

先
行
す
る
。
全
く
｝
、
泰
墨
入
は
最
近
ま
で
は
水
路
以
外
の
交
通
路
を
知
ら
な
か
っ
た
と
云
は
れ
る
程
に
、
水
路
を
唯
一
の
重
要
交
通
路
と

鮮
　
．



　　　　國過南領　 ろ　道くんし　　　一領ぎ方及北事實は’どてフ臼英澱内な牛び都賢際忽曝滋利　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

黒
し
、
㎜
遍
臨
川
の
論
螺
壽
び
馬
捨
嬬
ん
ド
‘
醗
…
属
せ
ら
・
れ
て
る
Ψ
山
N
の
凧
C
藷
砂
る
冒
臨
グ
レ
イ
エ
ふ
ぼ
磯
鴫
ふ
、
｛
ー
バ
ー
ン
コ
ー
ク
の
・
市
網
燭
ゆ
刷
出
。
つ
れ
噂
げ
い
殆

路
な
く
中
憂
鶏
地
方
に
て
は
…
還
路
砦
無
と
鷺
ふ
も
過
…
欝
に
非
、
噛
、
・
、
バ
！
ン
コ
ー
、
タ
に
て
も
六
十
年
前
に
於
い
て
は
殆
ん
ど
叢
路
無

…
の
交
通
手
殴
ほ
舟
揖
ゼ
ニ
象
背
と
の
み
に
し
て
耐
も
象
の
黙
る
…
題
た
る
や
、
｝
旦
干
潮
な
れ
ば
泥
土
膝
を
渡
し
、
満
潮
と
な
る
や

ち
に
小
川
と
な
る
の
有
繋
り
緬
」

鵜
セ
詳
細
な
る
泰
工
商
圃
》
二
瞥
す
る
者
は
近
代
的
道
路
の
存
在
が
僅
に
北
部
山
地
及
び
面
部
牛
島
部
に
於
い
て
の
み
見
ら
れ
得

に
容
易
に
氣
“
か
っ
く
で
あ
ら
う
、

山
地
の
比
較
「
的
長
き
道
路
は
鐵
道
の
焼
直
と
も
結
び
、
鐵
道
未
通
の
万
々
に
よ
く
浸
潤
し
、
領
内
の
み
な
ら
寧
遠
く
西
方
ビ
ル
マ

北
方
シ
ャ
ン
諸
州
に
も
通
じ
古
來
よ
わ
重
要
な
交
通
路
を
な
し
て
み
る
、
こ
の
國
に
於
い
て
は
極
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
又

島
郡
磁
路
綱
ω
．
獲
逡
は
地
域
的
に
極
め
て
偏
在
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
は
金
く
落
英
領
馬
來
に
於
け
る
道
路
網
獲
達
の
延
長
に

い
纂
が
容
易
に
了
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
、
フ
．
、
即
ち
こ
れ
は
ゴ
ム
、
錫
の
近
代
的
屡
業
の
要
求
す
る
必
然
的
交
通
路
と
し
て
、
タ
イ

に
あ
る
も
の
・
、
英
國
の
意
志
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
整
備
せ
る
道
路
網
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
に
こ
の
園
道
路
未
獲
達
の
歌
態
を
よ
く
示
す
も
の
と
し
て
前
掲
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
の
書
は
次
の
表
を
掲
げ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
灘
㎝
路
一
哩
回
り
の
面
積
　
年
方
哩

領
マ
　
レ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

（SO7）



　地漱　 経開倒は　 構

撃方連人費獲的容此逡早筆を絡は少政役易のにかシ支蘭佛

系草室　1　のた　來得な　り　べ　　　　　支　交
の道麦iン建事つ盗ゑ原動ム郵度那逓震至論マ馨④藷蕪！誓屡鶴露　　肇
に存れク勉めはあに家未　　　

蔵

道在・’よ道ね後るまの獲
路が欺りとば章。で歌達よ全羅近並な論即も態のり撚巴郊行らくち歪を歌も皆よドしな所メ曲保態鐡駆り1ていで1せたを道でバン行。あナらし永のあ1ムふ遡るムれめくニー

｝
脳

二
〇

三
四

二
五

驚
來
せ
し
め
、
泰
國
を
し
て
久
し
く
近
代
園
家
の
仲
間
入
り
を
妨
げ
、
少
く
も
交
通

た
外
曲
は
如
何
に
論
明
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
．
．

た
交
遜
難
系
の
遭
難
は
勿
論
此
の
國
の
隙
然
地
理
的
性
質
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
主
軸
と
す
る
自
然
的
水
路
と
入
工
的
小
水
路
の
多
．
図
が
相
侯
っ
て
輪
逡
機
構
の
墜

が
、
吾
々
は
こ
の
自
然
構
造
に
よ
る
因
曲
に
加
ふ
る
に
英
國
の
顯
問
に
依
る
道
路
不

く
と
も
欺
羅
巴
諸
國
就
中
英
國
が
、
而
じ
て
其
の
所
謂
「
顧
問
」
が
鐡
道
よ
り
も
遙
に

如
く
指
導
し
な
か
っ
た
こ
と
は
糾
弾
せ
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ア
ン
飛
行
場
に
至
る
自
動
箪
道
路
の
建
設
が
藩
下
せ
ら
れ
た
一
九
三
凶
年
（
既
に
亜

ン
コ
！
ク
↓
よ
一
じ
僅
か
手
引
代
八
で
∴
到
肌
｝
麗
し
得
た
…
九
三
㎜
四
年
）
轟
虫
じ
は
｝
般
に
首
蝋
即
と

つ
た
事
實
を
容
易
に
信
ず
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
困
難
で
あ
ら
う
。

先
行
し
た
此
の
國
で
は
、
鐵
道
建
設
の
｝
都
を
、
外
債
に
仰
が
ざ
る
を
得
ざ
る
歌
態

第
二
＋
七
巻
第
照
照

八
一
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を
現
出
し
、
以
後
其
の
償
還
の
爲
め
能
ふ
限
り
の
喜
入
を
學
び
ざ
る
を
得
ざ
る
方
策
と
な
り
、
鐵
道
の
牧
入
保
護
、
財
政
の
限
定
等
の
た

め
道
路
の
建
設
を
中
止
す
る
の
異
常
な
る
群
議
を
生
す
る
に
至
っ
た
。
爾
し
て
此
の
政
策
は
其
後
久
し
く
封
建
下
棚
國
家
㊨
絡
末
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ま
で
糠
議
せ
ら
れ
た
。
共
れ
故
ク
レ
ト
ナ
ー
の
云
ふ
如
く
、
「
バ
ー
ン
コ
ー
ク
中
心
の
交
通
政
策
た
る
特
殊
事
情
の
構
威
へ
導
く
こ
と
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

蚕
卵
專
制
政
府
の
特
殊
な
る
交
通
政
策
で
あ
⇔
．
、
㎝
匹
シ
ャ
ム
篇
」
も
指
摘
す
る
如
く
斯
か
ろ
盃
曲
さ
れ
た
交
逓
雛
系
の
作
域
は
封
建
的
專
制

國
家
の
重
大
罪
過
の
｝
つ
で
あ
ら
う
。

　
永
く
封
蓬
的
專
制
政
治
の
眠
を
絞
け
た
三
聖
が
輝
か
し
き
近
代
國
家
に
誕
．
生
し
た
「
九
三
二
年
、
其
れ
は
同
時
に
此
の
醐
交
通
構
造
の

韓
換
を
示
す
時
で
あ
っ
た
。
如
．
何
に
水
運
の
便
あ
り
亡
も
道
路
綱
の
搬
達
筈
及
を
も
つ
て
始
め
て
近
代
國
家
の
仲
聞
入
わ
が
勘
薫
る
も
の

で
あ
る
以
上
、
泰
國
の
眞
の
騰
主
、
近
代
化
の
可
能
性
が
與
へ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
道
路
建
設
費
豫
算
と
鐡
道
建
設
費
玉
算
と
は
俄
か

　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ス

に
典
の
順
位
を
逆
に
し
㎜
、
最
近
で
は
近
代
交
通
に
於
け
ゑ
坦
路
の
重
要
憲
義
が
融
會
的
慧
識
に
ま
で
軽
め
ら
れ
し
現
在
泰
國
政
府
の
と
ρ
つ

混
あ
る
交
通
政
策
の
明
白
な
る
性
格
は
鐡
叢
建
設
の
一
差
｝
の
中
止
と
道
路
網
脚
兀
域
へ
の
異
常
な
る
愚
意
と
で
あ
る
。

　
此
の
事
實
は
…
九
二
〇
年
よ
り
三
〇
年
に
至
る
十
ケ
年
聞
に
著
る
し
く
麺
長
を
と
け
た
仁
道
重
心
政
策
に
比
較
し
、
激
し
き
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
燃
え
た
現
政
府
の
自
主
的
政
策
と
し
て
極
め
て
興
味
深
き
傾
向
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
革
命
燦
々
一
九
三
四
年
に
は
早
算
一
億
五
干
萬
鎌
、
十
八
ケ
年
、
　
一
萬
五
干
粁
の
道
路
建
設
計
諜
と
云
ふ
正
に
三
期
的
な
雁
大
な
る
案

が
樹
立
せ
ら
れ
た
。
直
ち
に
難
…
九
三
五
年
よ
O
．
一
九
四
〇
年
に
至
る
勢
一
期
五
ケ
年
計
叢
を
立
て
…
九
三
九
年
三
月
ま
で
に
一
七
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
九
三
〇
銑
を
も
つ
て
麺
長
一
翼
δ
粁
の
國
道
を
完
慨
し
た
と
報
ぜ
ら
れ
る
。
さ
る
に
て
も
從
前
堂
の
鋼
通
常
の
歳
計
が
㎝
葉
鉄
前
後

　
　
　
嶽
叩
醐
　
の
交
捕
…
構
撫
凝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
轄
瓢
碑
十
七
礁
W
第
四
號
　
　
八
蕊
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泰
繍
の
交
懇
構
縫

嬉
鵬
＋
七
巻
第
郷
號

八
閥

た
り
し
立
撃
を
知
る
な
ら
ば
＋
八
年
…
億
五
干
萬
鎌
の
計
諜
は
丈
字
通
O
謝
期
的
の
大
壷
業
と
繕
し
て
蕪
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
泰
國
が
聖
な
る
滋
路
建
設
計
甕
を
越
え
て
…
幽
土
壁
霧
に
志
す
な
ら
ば
、
蓋
し
覆
れ
た
る
地
位
を
容
易
に
L
瑞
の
も
ど
す
事
も
可
能
で
あ
ら

う
。
最
近
の
サ
ラ
ブ
リ
ー
へ
の
國
都
移
轄
の
獲
表
は
詳
細
は
未
だ
知
る
に
至
ら
ざ
る
も
、
斯
か
る
傾
向
の
一
つ
の
覚
れ
と
し
て
認
め
ら
る

べ
き
で
あ
ら
、
フ
。
け
だ
し
鐵
道
と
共
に
道
路
綱
の
完
備
が
よ
の
麿
接
な
る
政
治
的
生
活
領
域
の
各
部
問
の
關
係
を
相
互
に
結
合
さ
せ
る
の

が
政
治
地
理
學
の
通
期
で
あ
る
以
上
道
路
網
の
完
備
を
鐵
道
と
絹
侯
っ
て
國
蒙
統
治
の
先
駆
條
件
た
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
近
き
將
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
於
い
て
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
の
粥
け
る
表
も
過
去
の
藷
◎
華
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　　　謡O．，　（D．　OO＠o＠＠
小
牧
貴
繁
　
腿
本
地
政
學
宣
貫
　
　
一
〇
八
頁

○
嘆
巴
贔
ヨ
”
o
や
。
剛
酔
こ
く
○
ド
囲
押
マ
H
給

》
謬
紆
。
≦
ω
”
旨
護
∴
o
マ
。
答
ニ
ソ
も
。
り
O

乾
田
鐵
道
及
び
道
路
建
設
四
賀
の
比
鮫
を
す
る
に
荊
者
は
　
粁
贈
り
六
萬
四
千
然
百
鎌
ハ
↓
7
Φ
　
ω
陣
㌶
⑩
　
ゆ
缶
躍
妄
帥
畷
の
。
胤
ω
貯
ヨ
噂
ω
鑓
ヨ
↓
o
－
鳥
曽
楓

蜜
建
。
。
曙
鴇
⇔
コ
・
鐸
繋
お
に
よ
ゑ
、
後
者
は
一
塁
興
り
一
萬
六
千
鎌
（
○
。
冒
昌
”
Z
箕
葺
Φ
弓
畠
ぎ
舞
q
。
報
奨
同
）
・
・
。
G
。
。
。
に
よ
る
）
或
は
冤
に
そ
れ
よ

η
紙
廉
で
十
八
ケ
年
計
鍵
に
よ
る
も
の
は
一
粁
當
り
一
萬
鎌
の
誤
算
で
あ
る
。

O
話
鳥
二
Φ
畳
。
℃
・
o
蹄
ρ
ψ
告
。
6
・

鍮
甦
の
項
滲
照

シ
ャ
ム
櫨
栃
　
　
一
二
九
山
ハ
｝
貝

滋
路
と
鐡
避
と
の
麺
設
費
豫
灘
の
推
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
　
路
　
　
　
　
鐵
　
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
鎌
）

　
一
九
二
〇
一
二
一
年
　
　
　
　
　
三
八
六
　
　
　
一
、
〇
四
九
八
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＠＠⑭

　
一
九
三
二
…
滋
謡
三
年
　
　
　
　
　
　
一
二
鷺
一
　
　
，
　
　
　
．
一
九
九
二

　
一
九
三
㎎
一
三
薫
年
　
　
　
　
＝
穴
翫
　
　
　
　
一
三
騨
七

　
一
九
三
五
一
三
六
年
　
　
　
　
三
二
七
六
　
　
　
　
一
剛
三
四

　
一
九
三
六
i
三
七
年
　
　
　
　
四
鷲
O
O
　
　
　
　
二
蹉
一
〇
　
（
シ
ャ
ム
篇
三
九
七
頁
）

シ
ャ
ム
篇
三
九
六
頁

切
麟
鵠
ひ
q
げ
。
匿
↓
謎
昌
霧
鼠
序
憎
一
毎
μ
ρ
6
・
δ

伏
見
晴
閥
夫
　
タ
イ
　
鞭
一
界
地
理
粥
ハ
七
報
㎏
　
外
覇
酌
洋
巫
　
二
〇
八
頁

鴇
　
　
　
タ
イ
國
産
業
の
特
殊
性
．
長
崎
高
商
研
究
館
彙
報
第
二
十
八
巻
　
…
二
頁
等
繁
照

本
年
七
字
目
泰
同
盟
慶
醗
答
醗
使
節
と
し
て
泰
國
に
赴
か
れ
た
嶺
矢
曙
部
保
欝
大
使
が
最
近
筆
潜
に
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
、
最
近
の
圓
關

に
於
け
る
國
道
建
設
の
進
捗
振
り
は
一
驚
に
績
す
る
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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